[bookmark: _GoBack]霊肉界家庭出発修錬会・三日行事に関するQ＆A
HJ天宙天寶修錬苑で霊肉界家庭出発修錬会を行うときに、食口たちがよく質問してくる内容をまとめてみましたので、現場にて映像修錬会後に説明をお願いします。
Q1 :三日行事をする本人が、老人ホーム（あるいは、それに似た様な施設）に居て、親族の反対等もあり、進行する事が難しい場合はどの様にしたら良いでしょうか？
   A :代理者が所属の教会の教会長（あるいは家庭部長）に相談・報告・許可を得た後に、教会・家庭などで行う様にして下さい。自分で判断する前に必ず、教会の教会長（あるいは家庭部長）に連絡する必要があります。(資料2参照)
Q2: 三日行事をするのに、地上の本人が遠く離れていて、すぐに代理者が行って、実施できない場合はいつまでにしたら良いでしょうか？ 
　 A：誰よりも三日行事をすることによって、祝福家庭として出発していく事を願っておられる相手（霊人）の事を思い、なるべく早く訪問し家庭出発式を行う様にして下さい。
Q 3:礼服を着る（着させる）事が高齢の為、困難な場合はガウンだけでもよろしいでしょうか
   A :所属の教会の教会長（あるいは家庭部長）に相談・報告・許可を得た後に、ガウンのみで行うのかどうかを決める様にして下さい。ただし、霊人・地上人にとっても非常に重要な儀式の礼服なので、できるだけ礼服は着用して進行する事が望ましいです。
Q 4:三日行事を行う前に本人が聖和してしまった場合はどの様な手続きになりますか？
A :手続きは次のようにしてください。
① 教会を通して、聖和者解怨の為の事前報告書をメールで日本研修局に送る。
② 聖和した地上人の解怨後他界報告の申請をする。
③ 三日行事は霊界で霊人同士が行なうため地上では特に手続きは必要ない。
Q 5:三日行事を行う時間が1日目、2日目と異なってしまった場合、有効になりますか？
A :日付の変更のない0～24時の範囲内であれば有効ですが、同じ時間に可能な日程をあらかじめ組んでから行う様にお願い致します。

